
筆者らは，ウィルコムが提供する PHS 無線モジュー

ル「W-SIM」を利用して，インターネットに接続できる

Ethernetアダプタ「OSX-1（愛称：つないでイーサ）」を開

発しました（写真1）注 1．この装置はEthernetインターフェー

ス，TCP/IPプロトコル・スタック，およびセルフ開発ツー

ル（ターゲットCPU上でプログラムを実行しながら開発で

きる環境）を内蔵しています．ユーザが目的に応じてカス

タマイズしやすい構成を目指して開発しました．

今回から3回にわたって，本機を利用したワイヤレス・

システムの開発手法について解説します．

● PHS機能を切手サイズに凝縮したW-SIM

本機について理解していただくには，まず，W-SIMモ

ジュール（図1）について説明しなければなりません．W-

SIMとはPHS通信事業者のウィルコムから発売されてい

る切手サイズのPHS無線モジュールです．このモジュー

ルの内部には，1.9GHz帯の電波を送受信する高周波部分

や，PHS基地局とやりとりするための制御部分などがコン

パクトに実装されています．W-SIMのコネクタには，電

源やデータ，音声の入出力などの信号が出ています．

W-SIMは簡単に言えば，PHSの機能が切手サイズに凝

縮された電話モジュールです．このモジュールを対象の機

器に挿入することにより，PHSによる通信機能を利用でき

ます．W-SIMを挿入できる機器を，ウィルコムは「ジャ

ケット」と呼んでいます（写真2）．気楽に服を着替えるの

と同じように，W-SIMを差し替えて使うイメージをこう

表現しています．また，抜き差しが可能なW-SIMに対応

する商品群の総称は「WILLCOM SIM STYLE（ウィルコ

ム・シム・スタイル）」と呼んでいます．

携帯電話の形状をしたジャケットにW-SIMを挿入すれ

ば，普通にPHS携帯電話として利用できます．アドレス

帳などのデータはW-SIMに保存されるので，友人のジャ

ケットをちょっと拝借して，自分の電話として利用すると
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　切手サイズのPHSモジュール「W-SIM」を利用して，インターネットに接続できるEthernetアダプタ
「OSX-1」を使ったシステム開発について解説する．このEthernetアダプタはサーバ・モジュールを内蔵して
おり，ユーザはファームウェアを自由にカスタマイズできる．このサーバ・モジュールには，C言語ライクな
インタープリタ言語の処理系（セルフ開発ツール）があらかじめ組み込まれている． 　　　　　 　　（編集部）�

注1：本Ethernetアダプタの開発元企業はウルトラエックス．

写真1 ウルトラエックスの「OSX-1」

W-SIMを利用して，いつでもどこでもパソコンなしで
インターネットに接続して，Ethernetを利用できるジャ
ケット．内部のファームウェアを書き換えることで，さ
まざまな応用が可能．価格は16,000円前後．

写真 2 ネットインデックスの電話型
ジャケット「Nico」

W-SIMを電話型のジャケットに挿入すれば，PHS
携帯電話として機能する．

写真 3 シャープのPDA型ジャケット「W-
ZERO3」

本体内にW-SIMを内蔵したPDA．場所を選ばずイン
ターネットに接続できるPDAとして，愛用者も多い．
よりコンパクトなW-ZERO3[es]も提供されている．



いう使い方も考えられます．

また，PDA（携帯情報端末）と組み合わせるのも有効で

す．PDAでメールを送受信したり予定表データをシンク

ロ（ホストとなるパソコンの予定表データと同期）する際

に，W-SIMを利用してインターネットに接続します．PDA

が装備しているマイクとスピーカをうまくインターフェー

スすれば，音声通話も可能です（写真3）．

組み込みシステムの開発にもW-SIMは有効です．有線

インターネット接続が難しい環境などでW-SIMを利用す

れば，場所を選ばず無線でインターネットに接続できま

す．組み込みシステムの基板上にW-SIMを挿入できるコ

ネクタを取り付ければ，無線ATモデムとして動作します．

これなら，通信部分の開発も容易でしょう．

● 誰でもオリジナルのPHSを作れる時代になった

従来，携帯電話はノウハウと経験を持つ専業メーカが多

大な投資を行って開発するのが普通でした．しかしW-SIM

を利用すれば，無線部分とジャケット部分が明確に分離さ

れるので，ディジタル技術をある程度理解しているエンジ

ニアであれば，誰でもPHS応用機器を開発できます．

無線を利用する機器は，総務省の技術基準に適合してい

る証明を取得しなければ販売できません．また，電話とし

て販売する際にもさまざまな認証が必要で，これらをすべ

てクリアするにはたいへん面倒な手続きが必要でした．

W-SIMは，こうした面倒な認証をすでに取得していま

す．そのため，ディジタル部分だけを設計すれば，PHS応

用機器を実現できるわけです．

W-SIMの音声部分は一般的なG.711 CODEC
コーデック

（μ-law）な

ので，市販のCODEC ICを利用すれば，音声部分の開発

で特に障害となるような部分はありません．また，データ

部分はヘイズのATモデムと同じコマンドで動作するモデ

ムなので，従来からある一般のモデム用の通信プロトコル

部分をそのまま利用できます．

開発者の発想次第で，例えばロボットの中にPHS機能

を組み込んだりすることも可能です．医療機器やデジタ

ル・カメラ，防犯システム，情報家電など，あらゆる機器

に無線機能を組み込める可能性があります．

● OSX-1の本領はカスタマイズ機能にあり

今回，解説するOSX-1は，上述の「ジャケット」の一種

です．電源を入れるとあらかじめ設定しておいたプロバイ

ダにダイアルアップして，自動的にインターネットに接続

し，グローバルなIPアドレスを取得します．接続後は，本

体の後部に装備しているEthernetポートからインターネッ

ト網にアクセスするという，とてもシンプルな機能を備え

たジャケットです．

本機の開発元企業であるウルトラエックスはもともとパ

ソコンの診断プログラムの開発・販売を本業とする会社で

したが，本機の開発を機に，W-SIMを利用した通信機器

の事業に新規参入しました．今後，同じようにW-SIMを

利用したPHS応用機器の事業に参入してくる会社が増え

てくることでしょう．

パソコンをインターネットに接続するだけであれば，

ウィルコムから発売されているジャケットの一つである

「DD」（写真4）を利用した方が簡単です．これは，USBを

利用してパソコンとW-SIMを接続し，Windowsのダイア
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図1
切手サイズのPHSモジュー
ル「W-SIM」

26mm× 42mmという切手大のサ
イズにPHSの主要な部分を実装し
た無線モジュール．各種の組み込
み機器に内蔵されることを想定し
た設計になっている．

ピン番号1

ピン番号 記　号 内　容
1 TXD 送信シリアル・データ
2 RXD 受信シリアル・データ
3 RTS 送信データ・レディ
4 CTS 送信レディ
5 DTR 受信レディ
6 DCD データ・キャリア検出
7 RI リング・インジケータ
8 INS W-SIM検出信号
9 Vcc 電源
10 GND グラウンド
11 PCMCLK CODECクロック
12 PCMSYNC CODEC同期信号
13 PCMIN CODECデータ入力
14 PCMOUT CODECデータ出力
15 IF_SEL インターフェース種別通知
16 DISP1 電界強度表示用
17 DISP2 電界強度表示用
18 DISP3 電界強度表示用

（a）外観

（b）信号線の一覧




